
　　令和　元 年　7月　23日

地区連盟様
事務局長 様

栃　木　県　空　手　道　連　盟
会　　長　　　渡　辺　眞　幸　　　

　栃木県空手道連盟の運営につきましては、日頃より特段のご協力をいただき厚く御礼

申し上げます。

　さて、標記の事につきまして別紙実施要項の通り、第14回全国中学生空手道選抜大会

栃木県予選会を開催致します。

つきましては、８月24日（土）までに出場費の振り込みと合わせて申込されますよう

ご案内致します。

　なお、申込締切期日以降はいかなる理由があっても受付致しませんので申し添えます。

　また、メールによる申込みを希望される道場は、神崎までご連絡下さい。

　　　　記

１．日　　時　：　令和　元年　9月　23日（日）　午前 9：00　～　午後 ４：00

２．会　　場　：　太田原市県北体育館メインアリーナ　　

３．申込先　：　各郡市連盟にて、取りまとめの上メール又は郵送にて下記へお願いします。

　　　
＜申請書送付先＞

栃木県空手道連盟　少年部長　　

〒327-0843

　　佐野市堀米町　3240-2

　　高橋　 一正

     TEL  080-4113-4154
     E-mail  k.takahashi@seiyukaikarate.com

＜出場費振込み先＞
足利銀行　　佐野支店
店番号　　　130　
口座番号　　普 通　 5092792
講座名　　　栃木県空手道連盟　少年部部長　高橋　一正

＊貴連盟傘下団体・会員に必ず通知されるようお願いいたします。

第 14回　全国中学生空手道選抜大会　県予選会について



１．日　　時　：　令和　元年　9月　23日（日）　午前9：00　～　午後４：00

２．会　　場　：　大田原市　県北体育館メインアリーナ

３．競技種目　： （学年・男女別　　８種目）

男子個人　形 中学１年の部 中学２年の部

女子個人　形 中学１年の部 中学２年の部

男子個人組手 中学１年の部 中学２年の部

女子個人組手 中学１年の部 中学２年の部

４．競技規定 （公財）全日本空手道連盟の競技規定に準じて行う。また、運用については

 栃木県予選会の申し合わせ事項による。

５．出場資格

　（1）　予選会により選考された場合、必ず本大会へ参加できる選手であること。　（絶対条件）

　　　　（予選会のみの参加は認めない。）

　（2）　選手は、令和元度の栃木県内中学校に在籍する１・２年生であること。

　（3）　（公）全日本空手道連盟及び栃木県空手道連盟の会員登録が済んでいること。

　（4）　形・組手への重複出場を認める。

　（5）　競技が可能な健康体であること。

６．競技方法　：

　（1）　形競技・組手競技ともに、トーナメント方式とし３位決定戦を行う

　（2）　形競技は、フラッグ方式とする。

　　　　１・２回戦は第一指定形、３回戦は第二指定形とする。４回戦は、1～３回戦で演武した形を省く

　　　　指定形及び得意形とする。５回戦以降は、1～４回戦で演武した形と重複しても良い。

　　　　「同じ形を続けて演武してもよい。」

　　　　参加人数により形選考の変更が有りますのでプログラムを確認する。

　　　　※第一・第二指定形及び自由形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」

　　　　並びに「付録 ８：得意形リスト」から選択しなくてはならない。

　（3）　組手競技は、６ ポイント差を持って勝ちとし、競技時間は１分３０秒フルタイムとする。

　　　　時間内に ６ポイント差がつかなかった場合は、得点の多い方を勝ちとする。

　　　　また、ポイント差のない場合は、先取した選手の勝とし、得点のない場合は判定とする。

　（4）　組手出場選手は拳サポーター・メンホー・ボディプロテクター・インステップ・シンガード
　　　　ファールカップ（男子）　を着用する。

　　　　拳サポーターは、全空連認定品の「赤」・「青」の拳サポーター両方用意すること。

第14回　全国中学生空手道選抜大会　栃木県予選会

実　施　要　項



７．本大会出場人数　：

　（1）　本大会出場者は、予選会の上位からこれを採用し本大会が指定する数とする。

　　　　（男女とも各種目３名が出場予定）

　（2）　主催者が予選免除の指定をした者があった場合等は、繰上げにより次点の者

　　　　を本大会出場者とする。

８．表　　彰　： 選考会より賞状のみとする。

９．出場費　　：

　（1）　選手１名につき3500円とする。

　（2）　本大会出場に要する経費は、選手または団体負担とする。

10．出場申込　　：　　所属する地区連盟　事務局　まで　　

　（地区連盟が一括して大会事務局へ申込ます。）

11．その他　　：

　（1）　定められた競技方法によって適正に実施された競技中の事故及び競技中以外

　　　　の事故については、主催者はその責任を負わない。

　（2）　参加にあたっては親権者（父兄）同伴の事。

　（3）　出場選手にかかる昼食は主催者側では用意をしない。


